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青空に舞う、こどもたちの思いと輝く瞳 

                                園長 木村美佐子 

陽光が日増しにまぶしくなり、園庭の草木の緑も鮮やかさを増してまいりました。新年度のスタートか

ら早いもので一ヶ月が過ぎようとしています。 進級・入園当初は緊張した面持ちだったこどもたちも、

今では新しい環境に馴染み、朝から元気な挨拶の声が響いています。「今日は何をして遊ぼうかな」と目

を輝かせ、自分のしたい遊びを見つけて夢中で取り組む姿が見られるようになりました。この「自分で決

めて、遊び込む」経験こそが、主体性を育む大切な時間です。 

さて、園庭には、こどもたちが作った鯉のぼりたちが、春風を受けて元気に泳いでいます。 年長組は、

２・３人の友達と「何色にする？」「鱗はどんな形にしようか」と相談し、力を合わせて大きな鯉のぼり

を作り上げました。自分の思いだけでなく、相手の話にも耳を傾けて、ともに一つのものを作り出す過程

には、年長児らしい頼もしさと協同の喜びが溢れています。 年中組・年少組も、それぞれの発達に応じ

た鯉のぼり作りを楽しみました。小さな手で一生懸命に鱗を表現した鯉のぼりは、どれも世界に一つだけ

の愛らしい表情をしています。   

先日、園庭の砂場に新しい砂を補充しました。年中・年長組のこどもたちは、大きなトラックで砂が運

び込まれる様子を間近で見学。「わあ、すごい！」「山みたい！」と、働く車の力強さに歓声をあげていま

した。 その後は早速、裸足になって砂遊び。さらさら、ふわふわの新しい砂の感触を全身で味わいなが

ら、砂山を登ったり、一気に駆け降りたり。本格的な暑さが来る前のこの時期、トンネルを掘ったり水を

流したりと、自然の素材に触れながら試行錯誤する遊びをさらに広げていきたいと考えています。  

大型連休を控え、生活リズムが変わりやすい時期でもあります。ご家庭でもお子さんの健康管理に留意

されながら、楽しい休日をお過ごしください。連休明け、また一回り逞しくなったこどもたちに会えるこ

とを、職員一同楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令 和 ８ 年 ４ 月 ２ ８ 日 

江東区立第五砂町幼稚園 

電話（３６４４）２２０９ 

FAX（５６９０）４０４４ 

年中組【ひよこ組】 

〇友達と一緒に遊ぶ中で、自分の思いやイメージを表したり、友達の気持ちを感じたりしながら遊ぶこと

を楽しめるようにします。 

〇学級のみんなで手遊びや歌を楽しんだり、体を動かして遊んだりして、学級のみんなで一緒に過ごす楽

しさを感じられるようにします。 

〇水や砂、泥で遊ぶ中で感触を楽しんだり、親しんだりしていきます。 

年長組【そら組】  

〇自分のイメージを言葉で表したり実現したりして遊ぶ楽しさを感じられるようにします。また、友達と

イメージを共有し、思いや考えを出し合いながら遊びを進められるようにします。 

〇学級の友達と活動することを楽しみながら、自分の力を発揮したり、友達とのつながりを感じたりする

ようにしていきます。 

〇身近な自然に触れたり、栽培物を育てたりし、興味や関心をもって関われるようにします。 

年少組【いちご組】 

○様々な遊具を使ったり、教師と一緒に遊んだりする中で、自分の好きな遊びを見付け、楽しめるように

します。 

○身の回りのことに少しずつ自分で取り組もうと思えるように、やり方を丁寧に知らせ、教師と一緒に取

り組めるようにしていきます。 

今月の指導のポイント 



 

 


